
「2024年12月2日の健康保険証の廃止」で私たちの受付業務はどう変わってしまうの⁉ 

 岐阜県保険医協会 定期総会 記念講演  

医療崩壊を引き起こす、 

『保険証廃止』という愚策。 
    経済ジャーナリスト 荻原 博子氏 
 岸田首相は昨年 12 月 20 日、「2024 年 12 月 2 日の現行の健康保険証を廃止」を閣議決定しました。
廃止後１年間は経過措置で現行の健康保険証は使用できますが、以降はマイナ保険証、資格証明書、
資格情報のお知らせなど、さまざまな資格証で患者さんの保険資格を確認することになります。
しかも、マイナ保険証利用率が低い中でも、トラブルは依然続いています。 
 政府は、現場の不安を顧みることなく、マイナ保険証推進策を強めています。
マイナトラブルに遭いながら、このままマイナ保険証の利用を一層進めたら、「受
付業務がどうなってしまうのか」不安を抱えるスタッフも多いかと思います。 
 経済ジャーナリストの荻原博子さんと、廃止期日が示された「現行の健康保険
証廃止の問題点」について、医療機関での対応も含めて、改めて考える場にした
いと思っております。みなさんの受付業務での「トラブル事例」もお伺いしたい
です。医療スタッフのみの参加も歓迎。ぜひご参加ください。 
 

日 時  ２月23 日（金・祝）午後 3 時～４時 30 分 

会 場  ホテルグランヴェール岐山 ３F 鳳凰の間 

       （岐阜市柳ケ瀬通 6-14  TEL058-263-7111） 

参加費 無 料   スタッフのみの参加も大歓迎です 

備 考 参加希望の方は事前に申込み願います。 

    講師は来場予定。記念講演はWEB視聴もできます。👉👉👉 

    当日は、総会議事(～14:50)があり、会員本人以外は「記念講演」からの参加となります。 

【お願い】コロナが再び広がっており、発熱症状のある方のご来場はお控え願います。 

【会場参加用】   参加申込書 「医療崩壊を引き起こす、『保険証廃止』という愚策。」

（岐阜県保険医協会 行き） FAX ０５８-２６７-０７１２ 
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主催／ 岐阜県保険医協会  お問合せ先／TEL 058-267-0711 

【講師からのメッセージ】 

 ほとんどの人が便利に使っている「保険証」を廃止し、任意の「マイナカード」をみんなに持たせるた

めに「マイナ保険証」を義務化し「保険証」を廃止するという、筋の通らない政策がゴリ押しされようと

しています。 

 「マイナンバー」と「マイナンバーカード」のちがい。なぜ、政府はみんなにカードを持たせたがるのか。

このままいけば、どんなことが起きるのかをわかりやすく説明します。 
 

ＦＡＸ通信にご期待ください 

 協会のＦＡＸ通信は診療報酬改定などの

医療情報、研究会・説明会のご案内を定期
的にご案内致します。 

 ＦＡＸ番号の変更や登録の追加・取消な

どお気づきの点がございましたら協会事務
局までご連絡下さい。 
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【 WEB視聴用 】 
参加申込フォーム 

【 定員 】 

会場 100人、

WEB500人 


